
 西胆振管内(JA伊達市・JAとうや湖)の園芸技術情報です。 
                   対象地域以外には適用できませんのでご注意下さい。

 

園芸技術情報 

～ ブロッコリー ～

 

「黒すす病」の防除について 
 

◎８月中旬以降に収穫する作型では「黒すす病」の防除
　 が必須となります。 

 

◎２回防除で高い防除効果が得られます。 
 

  １回目・・・「定植30日後」＝葉から花蕾への伝染源を　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  減らす 

  ２回目・・・「花蕾形成始頃」＝花蕾への感染予防 
 
 
 
 

 

◎収穫後の残さは速やかにすき込みましょう。　 　 　 　  
 

         残さを放置しておくと、収穫中や収穫前の隣接ほ場への  
          伝染源となります。 
 

～農薬散布は、希釈倍数・時期・回数に注意しながら行いましょう～ 

令和５年７月20日 
 
胆振農業改良普及センター本所 
  電話：0142-23-3195

普及センターHP

「黒すす病」に効果が認められている薬剤 

薬　 剤　 名 系統  希釈倍数 使用時期 使用回数

アフェット      SDHI 2,000倍 収穫前日まで ３回以内フロアブル

パレード２０      SDHI 2,000～ 収穫前日まで ３回以内 フロアブル  
4,000倍

アミスター２０      QoI 2,000倍 収穫３日前まで ３回以内 フロアブル

 SDHI    シグナムWDG  1,500倍 収穫７日前まで ２回以内QoI

いずれの薬剤も使用液量は１０ａあたり１００～３００ℓ
 
※「シグナムＷＤＧ」は『はなやさい類』で作物登録があります。 

ブロッコリーの３～４割が出蕾した状態


